
吉賀町の人口・世帯数
（平成 27 年 11 月 1 日現在）
 人　口　6,529 人　（+ 2）
 　男　　3,066 人　（- 5）
 　女　　3,463 人　（+ 7）
 世帯数　3,179 世帯 (+ 4）

（　）内は前月との比較　

よしか広報

２０１５年（平成２７年）
１２月号・№１２２

よしかみらい
吉賀町真田グラウンド
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４

１オープニングセレモニー八久呂太鼓演奏の様子。２テープ

カットの様子。３リニューアルしたグラウンドへ足を運ぶ来

場者。４グラウンド内で演舞する紅蝶連によるよさこい踊り

３ ２ １

７

８

９

５

５サンフレッチェアカデミー

コーチによる体を動かし楽しく

運動をする様子。６小川恵子先

生指導のリズム体操の様子。７

サンフレッチェ広島Ｕ１５ＶＳ

吉賀高校・鹿足ＳＳ交流試合の

様子。８サンフレッチェ広島ア

カデミーコーチ山出部長による

【子どもの接し方】講演会。９

来場者全員による記念撮影
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１ＡＳハリマアルビオン選手と地元小学生選手による交流サッカー

教室の様子。２、３ＡＳハリマアルビオンＶＳアンジュヴィオレ広

島交流試合の様子。４選手、来場者全員による記念撮影

アンジュヴィオレ広島 ＡＳハリマアルビオン

ＶＳ
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　強豪校集結
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１・２・３・４全国高校サッカー選

手権大会島根県代表【大社高校】Ｖ

Ｓ鳥取県代表【米子北高校】の対戦

５・６・７・８・９地元【吉賀高校

】ＶＳ【大社高校】の対戦 10 待望

の得点シーン
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特集　マイナンバー制度

マイナンバー制度全般の

ご相談はこちら

マイナンバー総合フリーダイヤル

0120‐95‐0178

マイナンバーについて、詳しくは以下をご覧ください。

ホームページ http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

マイナンバー 検索
※日本語以外の言語も対応しています。

このような電話などに注意してください！

●マイナンバーの通知や利用、個人番号カードの交付などの手続で…

　・口座番号や暗証番号、資産の情報、家族構成の情報などを聞いたり、お金やキャッシュカー

　 ドを要求したりすることは一切ありません。

　・ＡＴＭの操作をお願いすることも一切ありません。

　こうした内容の電話や手紙、訪問には応じないでください。

●「なりすまし」の郵送物にご注意ください！

　・マイナンバーは、「通知カード　個人番号カード交付申請書 在中」、「転送不要」と赤字で

　　書かれた封筒に入って、簡易書留で各世帯に郵送されます。普通郵便でポストに入ってい

　　ることはありません。また、配達員が代金を請求したり、口座番号などの情報を聞いたり

　　することもありません。

　・個人番号カードの交付申請の返信用封筒には、顔写真や個人情報を含んだ申請書を入れて

　　返信いただくことにしています。返信用封筒の宛先が「地方公共団体情報システム機構」

　　であるか、ご確認ください。個人番号カードの交付申請書に口座番号などを記載すること

　　はありません。

●「あなたの名前やマイナンバーを貸してほしい」といった依頼は詐欺の手口です。こうした

　手口で、人を欺くなどして、他人のマイナンバーを取得することは法律により罰せられます。

　なお、不正な提供依頼を受けて自分のマイナンバーを他人に教えてしまっても、刑事責任を

　問われることはありません。

これまでの主な相談事例等

≪実際に被害に遭った事例≫

●市役所の職員を名のる者が訪問し、「市役所から来た。マイナンバーカードにお金が掛かる」

　などと言われ、マイナンバーカードの登録手数料名目にお金をだまし取られた。

●スマートフォンに「重要　マイナンバーについて」と題するメールが届いた。

　「マイナンバーの個人情報漏えいが発覚し、このままでは携帯電話が使えなくなったり、ロー

　ンが組めなくなったりする」など危機感をあおる文章で、手続のために別のサイトに誘導す

　るアドレスが記載されていた。

総務省ＨＰ http://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/12.html

その他の事例については下記アドレスより
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特集　マイナンバー制度

マイナンバー制度 が始まりました
社会保障・税番号制度

通知カード届きましたか？

　マイナンバー制度の通知カードが１１月

下旬より随時、発送が開始されました。

　ご自宅で受け取る「簡易書留」が郵送で

届きます。

内容物をご確認ください。

①宛名台紙

②通知カード（世帯人数分）※

③説明パンフレット

④個人番号カード申請書の

　　　　　　　　　　返信封筒

※１通で最大８人まで

説明パンフレットをよく読み、

通知カードに記載されている内

容を確認し、無くなさないよう

に保管してください。

内容物ＯＫ

※個人番号カードの申請は強制ではあり

　ません。必要があれば申請を行ってく

　ださい。

受
取
っ
た
ら （マイナンバー専用）

「簡易書留ご不在連絡票」
がポストへ投函されます。ご確

認をお願いします。

再配達の申込み方法は、不在連絡票をご覧く

ださい。

（表面）の保管期限をご確認ください。

※保管期限を過ぎた場合は吉賀町役場で３ヶ月程度

保管します。役場までお問い合わせください。

（表面） （裏面）

受
取
れ
な
か
っ
た
ら
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除雪についてお願い

　吉賀町、島根県では冬期における道路交通の安全を確保するため、町内の町道及び国、県道約

２００㎞について、除雪を行なうことにしています。

　道路上への私物の放置、路上駐車及び道路上へ覆い被さるように茂っている立竹木は、除雪作業の

支障となりますので事前に撤去、移動等お願いします。除雪により道路管理上、支障となる立竹木に

ついては、除雪作業の際に伐採、処分させていただくことがありますので、予めご了承下さい。

　道路の凍結の恐れがある箇所については、凍結防止剤を配置しています。お近くの各家庭において

散布していただきますようお願いします。

　凍結防止剤のなくなったところや、新に設置してほしい箇所については、連絡をしていただければ

配置します。除雪作業についてのお問い合わせは、混乱を避けるため各自治会長を通じて取りまとめ、

連絡をお願いします。除雪作業後は、民家前にも堆雪しますのでご迷惑をおかけすることが多いかと

思いますが、除雪の主旨をご理解いただき、除雪作業が円滑に行なえるようご理解、ご協力をお願い

します。

お知らせ

規制期間　　平成２７年１２月１５日　　８ ： ００から

　　　　　　　　平成２８年　３月１５日　１７ ： ００まで （終日）　

津和野土木事業所管内　冬期通行不能箇所図

冬期通行不能区間

町道は、役場建設水道課　☎７９－２２１２

国道・県道は、島根県津和野土木事業所　維持係　☎７２－０５３２

問い合わせ先

芦
谷
口
橋
付
近

郡
界

県道　匹見左鐙線

Ｌ＝５．１km

県　

境

小
中
河
内
橋
付
近

県道　柿木山口線

Ｌ＝４．１km

県道　柿木津和野停車場線

　　　Ｌ＝４．０km
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お知らせ

住民基本台帳の閲覧状況を報告します

有害鳥獣追払対策　補助事業新設

　イノシシ、サルなどの獣による農林作物の被害を受けている地域で、鳥獣追払いを目的に使用する「より大

きな音の出る花火（動物駆逐用煙火）」に関して、補助事業を新設しました。

　一般に販売されている花火は、がん具用の用途で販売されており鳥獣追払の用途には使えないこととなって

います。鳥獣追払いに使用できる「動物駆逐用煙火」は威力の強い火薬が用いられており、万が一、異常破裂

が生じた場合、指や手が欠損したり飛散物や爆音などで重篤なケガを負う危険性があります。使用にあたって

は十分な安全知識と対策を講じる必要があり、年１回の日本煙火協会が実施する「煙火消費保安手帳の講習会」

を受講していただきます。詳しくは、役場産業課鳥獣担当までお問合せください。

煙火消費保安手帳の講習会受講料＋動物駆逐用煙火購入費＋打上器具購入費

（以後、毎年更新時の煙火消費保安手帳の更新講習料、動物駆逐用煙火購入費）

対象経費

吉賀町役場産業課鳥獣担当　☎　0856-79-2213

問い合わせ先

　住民基本台帳法十一条第三項および第十一条の二第十二項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧およ

び住民票の写し等の交付に関する省令第三条に基づき公表します。

平成２６年１１月１日から平成２７年１０月３１日までの住民基本台帳閲覧者は下記のとおりです。

閲覧できる場合

補　助　率：対象事業費の 1/2 以内

補助金上限：10,000 円を限度とし、千円未満切捨て

補助率、上限

請求機関名称 閲覧年月日
請求事由の概要・

利用目的の概要
閲覧に係る住民の範囲

自衛隊島根地方協力本部 平成２６年１２月２日

自衛官募集に伴う広報（根

拠法令　自衛隊法第 97 条、

自衛隊法施行令第 120 条）

吉賀町全域

平成 9 年 4 月 2 日から平

成 10 年 4 月 1 日までの間

に生まれた者

○国、地方公共団体の機関が法令で定める事務を遂

　行するため必要な場合。

○次の①～③のため閲覧が必要である旨の申出を認

　めた場合。

　①統計調査、世論調査、学術研究、その他調査研

　　究のうち、公益性が高いと認められるもの

　②公共的な団体が行う地域住民の福祉の向上に寄

　　与する活動のうち、公益性が高いと認められる

　　もの。

　③営利以外の目的で行う居住関係確認のうち、訴

　　訟の提起その他特別の事情による確認として市

　　町村長が定めるもの。

閲覧するための手続

○氏名や利用の目的などを明示

○知り得た事項の管理方法を明示

○目的外利用、第三者提供の禁止
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お知らせ

まちの文化財　尾崎太左衛門の墓（町指定文化財）

　尾崎太左衛門は吉賀地方の史跡や名勝などを調べ「吉賀記」という歴史書を残しました。太左衛門

は元文５（１７４０）年に広石の獅子屋敷で生まれました。読書が好きで、書道や数学にも秀でてお

り、２３歳の若さで宝暦１３（１７６３）年に有飯の庄屋となりました。以後寛政４（１７９２）年

には福川の庄屋となり寛政１１（１７９９）年には田丸の庄屋となりました。文化２（１８０５）年

犯罪被害者週間

犯罪被害者週間

１１月２５日～１２月１日
　国では、毎年１１月２５日～１２月１日を「犯罪被害者

週間」とし、犯罪被害者等が置かれている状況や、犯罪被

害者等の名誉又は生活の平穏への配慮の重要性等につい

て、国民の理解を深めることを目的に、集中的な啓発活動

を実施することとしています。

　島根県においても、関係機関等との協力により、県民の

皆様の理解と配慮を呼びかけるため、様々な啓発活動を

行っています。

身体犯被害者の診断書
料等の公費負担

殺人・傷害等の被害にあって死

傷された場合、遺族や被害者の

精神的・経済的負担の軽減を図

ることを目的とし、捜査に必要

な死体検案書・診断書の作成費

用を公費で負担しています。

一時避難場所の確保

自宅が犯罪被害場所となった場

合や、加害者等から機外を加え

られるおそれがあるときなど、

被害者等に対し、ホテルその他

の宿泊施設を一時避難場所とし

て確保し、その宿泊費用を公費

で負担します。

司法解剖痛遺体の搬送
等に係る費用の給付

犯罪被害により亡くなられ、死

因等を明らかにするために司法

解剖した御遺体を、警察署等か

ら御自宅等へ搬送する際に要す

る経費として、一定額を御遺族

に対して給付します。

警察による被害者支援を紹介します

島根県犯罪被害者等支援総合窓口　専用電話　☎０８５２－２８－７８３０

一般社団法人島根被害者サポートセンター　　☎０１２０－５５６－４９１

警察相談専用電話　　　　　　　　　　　　　☎０８５２－３１－９１１０または＃９１１０

問い合わせ先

に退くまで４３年間の長きにわたり庄屋をつとめ、地域住民の信望の

厚い人でした。「吉賀記」は田丸の庄屋を勤めていた頃に書かれたも

のです。文化９（１８１２）年に７２歳で亡くなりました。墓は広石

にあります。

　「吉賀記」は、尾崎太左衛門が書いてから１０年あまり後の文政４

（１８２１）年に渡辺源宝が補筆しました。渡辺源宝は渡辺龍左衛門

とも呼び、六日市新宮神社の宮司の次男として生まれ、１２歳の時に

津和野の藩士渡辺喜兵衛の養子となり、１６歳から藩につかえ吉賀下

領や横田（益田市）、青原（津和野町）などの代官をつとめました。「吉

賀記」の補筆は青原時代に行ったものです。

　さらに現在私たちが見ることのできる復刻版「吉賀記」は、元七日

市村助役砂原岩吉氏が書き写したものを昭和５６（１９８１）年に装

丁して出版したものです。また今年、この砂原本を現代語に訳した「吉

賀記を読む～歴史が語る～」が出版されました。
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お知らせコーナー

●マイナンバーの通知や利用手続き等で、国や自治体の

職員が家族構成、資産や年金・保険の状況等を聞くこと

はありません。

●不審な電話はすぐに切り、来訪の申し出があっても

断ってください。

●万が一金銭を要求されても決して支払わないようにし

ましょう。

●少しでも不安を感じたら、すぐにお住まいの自治体の

消費生活センター等にご相談ください。（消費者ホット

ライン１８８）。

※なお、マイナンバー制度の問い合わせは、内閣府の

マイナンバー専用コールセンター０５７０－２０－

０１７８で受け付けています。

 県消費者センター0852-32-5916  石見地区相談室 0856-23-3657 

役場税務住民課 77-1113 

 

お知らせ

島根県勤労者生活資金のご案内

島根県商工労働部雇用政策課　☎０８５２－２２－５２９７

中国労働金庫益田支店　　　　☎０８５６－２２－０１９６

問い合わせ先

島根県勤労者教育ローン

勤労者が豊かででとりある生活を営むことを目的として、低利で融資しています。

お子様が教育施設に入学する際に必要な経費及び在学中に必要な教育費等

利用限度額　３００万円

貸付利率　　年　1.75％
（固定金利）表示金利は平成 27 年度の金利

このほか、育児休業期間中に必要な生活資金のための島根県勤労者育児ローン（限

度１００万円・利率：年１％）、介護休職中の生活費、介護のために必要な機器の

購入費や住宅の改造費のための島根県勤労者介護ローン（限度１００万円・利率：

年１％）があります。
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お知らせ

まち・ひと・しごと創生　【１／４】

　吉賀町の人口は、昭和 30 年に 15,118 人とピークを迎えましたが、その後すぐに減

少を始めています。近年では、高度成長期のような急激な人口減少はないものの、年

間 100 人前後の減少が続いており、人口減対策は喫緊の課題となっています。

　まち・ひと・しごと創生は、人口減少克服と地方創生をあわせて行なうことにより、

将来にわたって活力ある地域社会を維持することを目指します。

まち・ひと・しごと創生とは

（１）まち・ひと・しごと創生が目指すもの

　吉賀町では、都市部、特に山陽や関西方面への若年層を中心とした人口流出に歯止

めがかからず、少子高齢化の進行とともに人口の減少が続いています。都市部への人

口流出を減少させるためには、若年層にとって魅力ある地域づくりが必要であり、特

に安心して働ける雇用の場や結婚・子育ての希望を実現させる社会環境を創出する取

組みが喫緊の課題です。

　そのためには、相乗効果が図れるような包括的な取組みが必要となります。

（２）なぜ、まち・ひと・しごと創生か
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お知らせ

まち・ひと・しごと創生　【２／４】

　まち・ひと・しごと創生本部の推計によれば吉賀町の人口は、平成 22 年に 6,810

人であったものが、50 年後の平成 72 年には 2,513 人と予測されており、特に出産年

齢人口（15 歳から 49 歳までの女性）は半減してしまうことから、消滅する可能性が

ある自治体に数えられています。これは全国全ての自治体を、同じ条件で推計したも

のですが、ここ数年の吉賀町における合計特殊出生率と社会増減の改善傾向を加味し、

この状態が継続し続けると仮定したものがシミュレーション３で、合計特殊出生率と

社会増減がさらに 20％上昇すると仮定したものがシミュレーション４です。

　　　本町は、吉賀町総合戦略に取組むことでこの 20％上昇を目指すこととし、平

成 72 年の人口目標を 4,437 人と定めました。

人口ビジョンと総合戦略

（１）吉賀町人口ビジョン

○人口ピラミッドの変化
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お知らせ

まち・ひと・しごと創生　【３／４】

人口ビジョンと総合戦略

○出生及び死亡、転入及び転出の推移 ○合計特殊出生率の推移

○出生及び死亡、転入及び転出の推移

　吉賀町では、住民アンケートや意見交換会で寄せられた意見・提案を基に、町議会

や総合戦略推進委員会での協議も行いながら、地方創生対策本部会議において吉賀町

総合戦略を策定しました。50 年後の平成 72 年まで、目標人口 4,437 人の活力ある吉

賀町である続けるために、直面する 5年間の取組みを開始します。

（２）吉賀町総合戦略
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お知らせ

まち・ひと・しごと創生　【４／４】

人口ビジョンと総合戦略

①基本理念

　吉賀町は、地方創生を実現するために、基本理念を定めて目指す方向を明確にし、全町一

体となってさまざまな課題に取り組んでいきます。

子どもを育み、子どもと共に発展する　まちを目指して

　本町がこれまでこだわってきたのは、全国に先駆けた子育て支援制度を見ても分かるように

「子ども」です。これは、「子ども」を大切に考えてきた本町の歴史であり、この理念はこれか

らも変わることはありません。「子ども」の声には、知らず知らずのうちに大人の心を癒し、

希望と勇気を与えてくれる不思議な力があります。吉賀町は、町中が「子ども」の声であふれ

る活力ある町を目指していきます。

　まちづくりの中心に「子ども」をおき、「子ども」が安心して生活できる家庭環境、生活環境、

社会環境を整備していきます。

合計特殊出生率　０．０１６６上昇※（年）

社会増減　１０．４人増※（年）

【吉賀町人口ビジョンより】

※合計特殊出生率は、吉賀町の近年の傾向から読み取った上昇率 0.0138（年）が 20％上昇すると仮定したもの。

※社会増減は、平成24年以降の改善傾向から読み取った社会増減の増加8.67人（年）が20％上昇すると仮定したもの。

◆基本目標１　安心して働ける「しごと」をつくる

②数値目標と基本目標

　吉賀町は、地方創生を実現するために、基本理念を定めて目指す方向を明確にし、

全町一体となってさまざまな課題に取り組んでいきます。

　子どもを育てるには、親が安心して働ける環境が重要です。地域産業の振興や既存企

業支援はもとより、６次産業化の推進や新規の企業立地に取り組み、雇用の確保・拡大

を図ります。

◆基本目標２　「結婚」「出産」「子育て」の希望をかなえる

　結婚への支援や結婚したくなるような環境づくりにより未婚者を減少させ、子どもが

生まれる環境を整えます。特に、未婚率で県平均を上回っている男性には、積極的な取

組みが必要です。そして授かった命を、町民みんなで育んでいきます。

◆基本目標３　新しい「ひとの流れ」をつくる

　恵まれた自然環境、有機農業に息づく健康志向、充実した子育て支援制度や子育て環

境により、健康的な生活を目指す家族を呼び込みます。特に、子育て世代のＵＩターン

に向け、情報発信と受け入れ体制の強化を図ります。

◆基本目標４　「協働と連携」により住みよいまちをつくる

　子どもはもちろん、誰もがいきいきと暮らせるまちを目指し、子どもの声が響き渡る

地域づくりを行い、すべての町民が活力に満ちて過ごせる吉賀町をつくります。



広報よしか　2015 年 12 月号　№ 122　　14

お知らせ

益田赤十字病院からのお知らせ

新病棟移転に伴う休診のお知らせ

１２月２８日（金）８：００～１７：００の間、益田赤十字病院では全

ての患者さまの受け入れができません。

　益田赤十字病院では、平成２７年１０月に

新病院が竣工し、平成２８年１月４日に開院

いたします。

　開院に向けて、入院患者さまの移動、電子

カルテシステム、医療機器の移設作業のため、

下記のとおり外来、救急外来の診療を休診い

たします。

　地域の皆さまには、ご迷惑をおかけいたし

ますが、ご理解とご協力をいただきますよう

お願いいたします。

12/28
（月）

12/29
（火）

12/30
（水）

12/31
（木）

1/1
（金）

1/2
（土）

1/3
（日）

1/4
（月）

8：00 ～ 17：00 17：00 ～ 終日 終日 終日 終日 終日 終日 終日

外来 休診 休診 休診 休診 休診 休診 休診

新病院開院
救急
外来

新病院救急外来にて診療

外来・
救急外来
全て休診

【 外　来 】

○日　時　平成２７年１２月２８日（月）　新病院への移転に伴う休診

　　　　　平成２７年１２月２９日（火）～平成２８年１月３日（日）年末年始のため休診

【救急外来】

○日　時　平成２７年１２月２８日（月）　８：００～１７：００　新病院への移転に伴う休診

１２月２８日１７時以降は新病院にて救急患者さまの受け入れを再開します。

益田赤十字病院　医事課　☎０８５６－２２－１４８０

問い合わせ先

診療時間内にかかりつけ医へ早めの受診を心がけましょう。
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お知らせ

吉

賀

町

人

事

【
辞
職
】
平
成
27
年
10
月
31
日
付

　

教
育
委
員
会　

教
育
長　
　

石
井　

澄
男

　

出
納
室　
　
　

室
長　
　
　

青
木　

一
富

【
退
任
】
平
成
27
年
11
月
11
日
付

　

教
育
委
員
会　

教
育
委
員　

花
﨑　

訓
恵

【
就
任
】
平
成
27
年
11
月
１
日
付

　

教
育
委
員
会　

教
育
長　
　

青
木　

一
富

 
 

　　
　
　

 

平
成
27
年
11
月
12
日
付

　

教
育
委
員
会　

教
育
委
員　

武
岡　

伸
彦

【
人
事
異
動
】
平
成
27
年
11
月
１
日
付

　

出
納
室　

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

　
　
　
　
　

谷　

み
ど
り
（
旧
出
納
室
主
査
）

　

出
納
室　

主
幹

　
　
　
　
　

三
宅　

孝
則
（
旧
税
務
住
民
課
主
幹
）

　

税
務
住
民
課　

主
任

　
　
　
　
　

山
田　

直
人
（
旧
企
画
課
主
任
）

高病原性鳥インフルエンザに関する注意喚起

　今冬も渡り鳥の飛来シーズンに入りました。島根県では昨年１１月に野鳥の糞便から高病原性鳥イ

ンフルエンザウイルス（H5N8 亜型）が分離され、また、山口県、岡山県などの養鶏農家では、年末

年始にかけ高病原性鳥インフルエンザが発生しました。近隣諸国では本病が継続発生しており、今シー

ズンも県内への本病ウイルスの侵入が懸念される状況です。

　つきましては、下記の事項に特に御注意いただきますようお願いします。

※「家きん」とは：鶏、あひる、うずら、きじ、

だちょう、ほろほろ鳥及び七面鳥です。

※アイガモ、フランスガモは、「あひる」に分

類されます。

１．鳥小屋への野生動物の侵入防止のためのネット等の設置、点検及び修繕

２．鳥小屋に出入りする際の手洗い及び靴の消毒

３．飼養している鳥の状態のこまめな観察、異状発見時の家畜保健衛生所への通報

　なお、飼育されている家きんでの異状発見の際には、最寄りの家畜保健衛生所に速やかに

連絡いただきますようお願いします。

益田家畜保健衛生所　☎０８５６－３１－９７３０

（益田市・津和野町・吉賀町）

島根県農林水産部畜産課　☎０８５２－２２－６９５１

問い合わせ先 Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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できごと・話題
　

吉
賀
町
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
農
産

加
工
の
担
い
手
を
育
成
す
る
目
的
で
開
催

し
、
４
年
目
を
迎
え
る
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
。

有
限
会
社
職
彩
工
房
た
く
み
の
尾お

ざ
き崎

正ま
さ
と
し利

さ
ん
を
講
師
に
、
今
年
度
の
全
４
回
の
講

座
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
４
回
で
は
、
野
菜
の
一
次
加
工
を
学

び
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
期
に
し
か
取
れ

な
い
農
産
物
や
一
度
に
大
量
に
収
穫
さ
れ

る
農
産
物
を
一
次
加
工
し
て
保
存
し
、
使

い
た
い
と
き
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

今
回
の
一
次
加
工
は
、
野
菜
を
蒸
し
た

り
茹
で
た
り
し
て
、
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
、

用
途
に
合
わ
せ
て
砂
糖
や
塩
、
柑
橘
系
の

農
産
加
工
セ
ミ
ナ
ー

「野
菜
や
果
物
で
ス
イ
ー
ツ
を
作
ろ
う
！
」

果
汁
を
加
え
、
密
閉
し
て
加
熱
処
理
を
し
、

冷
凍
で
保
存
し
ま
し
た
。

　

一
次
加
工
に
よ
る
保
存
は
、
作
れ
る
加

工
品
の
幅
が
広
が
り
、
「
素
材
が
な
い
か

ら
作
れ
な
い
」
か
ら
、
「
保
存
し
て
あ
る

か
ら
、
作
り
た
い
と
き
に
作
れ
る
」
よ
う

に
な
り
ま
す
。
す
で
に
一
次
加
工
を
利
用

し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方

の
中
か
ら
、
味
工
房
よ
し
か
に
加
入
し
、

農
産
加
工
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
方

も
い
ま
す
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
加
え
た

味
工
房
よ
し
か
の
活
動
が
、
更
に
活
発
に

な
り
、
吉
賀
町
に
あ
る
様
々
な
素
材
を
活

か
し
た
加
工
品
が
誕
生
す
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

ペースト状にしたカボチャ
に砂糖を加えて加熱

一次加工したほうれん草の
ピューレを使ったパンケーキ

　

「
山や

ま河
の
恵
に
感
謝
、
山や

ま河
の
暮
ら
し

に
感
謝
」
を
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
第
11
回

き
ん
祭
み
ん
祭
農
業
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

六
日
市
会
場
が
11
月
１
日
（
日
）
、
柿

木
会
場
が
11
月
15
日
（
日
）
と
別
日
開
催

で
行
い
ま
し
た
。
秋
の
一
日
を
各
会
場
で

楽
し
ん
だ
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

神
楽
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
披
露

さ
れ
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
テ
ン
ト
で

は
、
出
店
者
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
産
品
等

第
11
回　

き
ん
祭
み
ん
祭

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
文
化
祭

が
販
売
さ
れ
、
行
列
の
で
き
る
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。
屋
内
の
会
場
で
は
、
絵
画
や
書

道
な
ど
の
作
品
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
町
歌
コ
ー
ラ
ス
を
槙
の

木
コ
ー
ラ
ス
、
コ
ー
ル
恵
久
母
の
皆
さ
ん

に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
町
歌
音
頭

は
今
回
初
披
露
と
な
り
町
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
餅
ま
き
に
よ
っ
て
祭
り
の
最
後

を
飾
り
ま
し
た
。

８

１１日、六日市会場【八久呂太鼓】２

吉賀高校生徒による書道ガール３丸太

切競争４七日市保育所幼児による八久

呂太鼓５１５日、柿木会場にしまねっ

こ登場６有機野菜・農産加工品の販売

７橙乃祐里さんライブ８農産物品評会

１２

３４

５

６

７
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できごと・話題
　

10
月
28
日(

水)

、
『
和
久
洋
三
の
わ

く
わ
く
創
造
ア
ト
リ
エ
・
広
島
安
佐
プ
レ

イ
ル
ー
ム
』
の
中
木
先
生
と
３
０
０
０

ピ
ー
ス
も
の
積
木
を
使
っ
て
、
創
造
の
世

界
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

「
積
木
は
生
き
て
い
る
」
と
い
う
考
え

の
下
、
様
々
な
大
き
さ
の
積
木
に
触
れ
な

が
ら
思
い
思
い
の
「
形
」
を
表
現
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
創
っ
た
乗

り
物
が
積
木
の
道
路
や
橋
で
つ
な
が
り
、

大
き
な
街
が
出
現
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち

の
創
っ
た
世
界
に
、
と
て
も
満
足
そ
う
な

子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

積
木
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　

in
な
な
こ
う
保
育
所

　

10
月
17
日
に
町
内
外
か
ら
12
名
の
参
加

で
行
な
い
ま
し
た
。
講
師
は
七
日
市
小
学

校
に
勤
務
の
板
倉
芳
朗
先
生
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
板
倉
先
生
は
島
根
県
埋
蔵
文
化

財
調
査
セ
ン
タ
ー
に
も
勤
務
さ
れ
た
文
化

財
の
専
門
家
で
す
。
最
初
に
水
源
会
館
で

星
坂
遺
跡
と
参
勤
交
代
道
に
つ
い
て
学
ん

だ
後
、
実
際
に
星
坂
遺
跡
で
の
発
掘
体
験

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昔
の
星
坂
番

所
跡
か
ら
関
所
を
越
え
て
石い

わ
み
の
く
に

見
国
か
ら

周す
お
う
の
く
に

防
国
へ
と
歩
き
、
峠
を
越
え
て
宇
佐
郷

へ
と
下
り
ま
し
た
。
参
勤
交
代
道
で
は
、

昔
の
石
畳
が
残
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、「
こ

こ
は
ど
う
や
っ
て
籠
が
通
っ
た
ん
だ
ろ

う
？
」
と
思
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
と
こ
ろ

も
あ
り
、
江
戸
時
代
に
想
い
を
馳
せ
な
が

ら
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
親
子
で
の
体
験
活
動
を
実

施
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

親
子
で
発
掘
隊
＆

　
　
　
　
　
　
　

参
勤
交
代
道
を
歩
く

　

鹿
足
郡
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
社
会

人
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
紫
逅
倶
楽
部
が
10

月
14
日
に
行
わ
れ
た
リ
ー
グ
の
最
終
戦
に

勝
利
し
、
５
年
連
続
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
に
感

謝
し
、
こ
れ
か
ら
県
リ
ー
グ
参
入
を
目
指

し
て
11
月
29
日
に
益
田
市
運
動
公
園
で
開

催
さ
れ
る
地
区
リ
ー
グ
決
勝
大
会
と
、
そ

れ
に
勝
て
ば
12
月
６
日
に
松
江
で
開
催
さ

れ
る
県
２
部
リ
ー
グ
入
れ
替
え
戦
を
戦
っ

て
い
き
ま
す
。

　

紫
倶
楽
部
は
地
域
活
動
と
し
て
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
以
外
に
も
、
保
育
園
児
世
代

対
象
の
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
（
毎
週
金
曜
日

の
夕
方
18
：
30
～
19
：
30
）
や
、
保
育
所

紫し
こ
う逅

倶
く
ら
ぶ

楽
部
益
田
市
社
会
人

　

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
５
年
連
続
優
勝

を
巡
回
し
て
回
る
巡
回
ス
ク
ー
ル
、
小
学

校
グ
ラ
ン
ド
の
草
刈
や
、
溝
掃
除
等
の
活

動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
と
共
に
成
長
し
、
こ
れ
か
ら
も
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
ご
協

力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

積木ワークショップの

様子（上下）

江戸時代にタイムスリップ

県立サッカー場で円陣を組む紫逅倶楽部メンバー

親子サッカー教室で汗を流す親子と倶楽部員小学校や福祉施設の草刈、溝掃除を行う
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できごと・話題
　

10
月
25
日
、
第
11
回
吉
賀
町
駅
伝
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
町
内
か
ら

22
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
10
時
に
蔵
木

中
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
一
路
ゴ
ー
ル
の
吉

賀
中
学
校
体
育
館
前
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

沿
道
に
は
多
く
の
方
々
が
力
走
す
る
選
手

に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
七

日
市
公
民
館
前
で
は
、
地
域
の
方
々
に

作
っ
て
い
た
だ
い
た
豚
汁
が
振
舞
わ
れ
ま

し
た
。
表
彰
式
後
に
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

ク
ジ
を
引
く
た
び
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
レ
ー
ス
結
果
は
、
「
六
中
サ
ッ

カ
ー
部
Ａ
」
が
優
勝
、
２
位
に
「
蔵
木
中

Ａ
」
、
３
位
に
は
「
六
中
サ
ッ
カ
ー
部
Ｂ
」

が
入
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
皆
様
お
疲
れ
様
で
し

た
。
沿
道
で
ご
声
援
い
た
だ
い
た
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
11
回
吉
賀
町
駅
伝
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
か
れ
る
！

　

10
月
26
日
、
吉
賀
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
町
内
の
保
健
福
祉
医
療
関
係
者
を

対
象
に
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
北
広
島
町
の
男
鹿
原
診
療
所

長　

東
條
環
樹
先
生
を
講
師
に
招
き
、「
地

域
で
の
看
取
り
～
そ
の
人
ら
し
い
最
期
を

迎
え
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
病
院
で
死
を
迎
え
る

こ
と
が
日
常
的
に
な
っ
て
い
る
事
か
ら
、

死
を
日
常
と
し
て
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。
地
域
で
過
ご
し

た
い
本
人
と
そ
れ
を
望
む
家
族
の
想
い

に
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
工
夫
し
て
地
理
的
な
条
件
を
克
服
し

て
い
か
に
応
え
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
在
宅
に
し
て
も
施
設
に
し
て
も
、
多

職
種
の
連
携
が
不
可
欠
で
お
互
い
が
自
分

の
出
来
る
こ
と
を
し
っ
か
り
す
る
事
が
大

　

緩
和
ケ
ア
研
修
会　

in 

吉
賀
町

切
。
痛
み
が
和
ら
ぐ
と
穏
や
か
に
過
ご
せ

る
事
が
で
き
る
。
決
し
て
医
療
行
為
を
中

心
に
せ
ず
、
本
人
・
家
族
の
価
値
観
・
生

命
観
を
共
有
す
る
事
が
大
切
。
す
べ
て
は

穏
や
か
な
最
期
を
迎
え
る
た
め
に
、
ス

タ
ッ
フ
は
、
死
へ
の
道
の
り
を
一
緒
に
た

ど
る
同
伴
者
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
化
率
43
％
の
北
広
島
町
で
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
予
防
活
動
か
ら
在
宅

看
取
り
ま
で
大
活
躍
の
先
生
か
ら
、
「
地

域
医
療
は
最
先
端
医
療　

楽
し
く
ま
じ
め

に
取
り
組
み
な
が
ら
地
域
社
会
を
変
え
て

い
く
。
」
と
言
わ
れ
た
熱
い
お
言
葉
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
町
内
の
関
係
者
約

１
０
０
名
が
合
同
で
研
修
で
き
た
事
も
大

変
意
義
深
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
（
日
）
柿
木
村
白
谷
大
井
谷

地
区
に
お
い
て
第
18
回
大
井
谷
棚
田
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
町
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
が
訪
れ
ま
し

た
。
獲
れ
た
て
の
新
米
で
握
ら
れ
た
お
に

ぎ
り
や
お
餅
は
も
ち
ろ
ん
、
手
作
り
加
工

品
、
「
棚
田
ス
ロ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
「
棚
田
の

石
垣
に
使
用
さ
れ
て
い
る
石
の
重
量
当
て

ク
イ
ズ
」
「
石
見
神
楽
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
中
で
も
「
棚
田
米
の
す

く
い
取
り
」
は
大
井
谷
で
獲
れ
た
お
い
し

　

第
18
回
大
井
谷
棚
田
ま
つ
り

い
お
米
を
無
料
で
頂
け
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
人
が
行
列
を
つ
く
り
ま
し

た
。

　

棚
田
ま
つ
り
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら

は
、
「
こ
の
棚
田
と
い
う
耕
作
が
困
難
な

土
地
を
約
６
０
０
年
守
り
続
け
て
い
る
こ

と
に
感
動
し
た
」
と
い
う
声
や
、
「
大
井

谷
の
棚
田
米
は
冷
め
て
も
美
味
し
い
」
と

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
井
谷
棚
田
ま
つ
り
は
、
交
流
人
口
の

創
出
に
よ
る
棚
田
保
全
と
地
域
活
性
化
の

目
的
で
平
成
10
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま

す
。
18
回
目
と
な
る
今
年
の
棚
田
ま
つ
り

も
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
高
齢
化

の
な
か
、
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
な

現
状
で
す
が
、
棚
田
を
守
り
た
い
と
い
う

一
心
で
地
域
の
人
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

選手宣誓とタスキを渡す瞬間（上下）

緩和ケア研修会の様子

多数の来場者で

賑う棚田

恒例の米すくい

の様子
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澄
川
喜
一
記
念
公
園
「彫
刻
の
道
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
号
作
品

作品名：大地の響・身体の座・Ⅵ

作　者：濱
はまさか

坂　渉
わたる

コ
ン
セ
プ
ト

　

野
外
を
想
定
し
た
音
響
環
境
を
テ
ー
マ
と

し
た
彫
刻
で
あ
る
。
彫
刻
が
単
に
視
覚
的
な

対
象
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
音
響
環
境
と

の
深
い
か
か
わ
り
の
な
か
で
成
立
を
探
る
試

み
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

彫
刻
は
花
崗
岩
を
刳
り
貫
き
、
一
方
は
大

地
に
向
か
っ
て
貫
通
さ
せ
、
他
方
は
彫
刻
の

下
部
に
空
洞
を
設
け
、
環
境
音
は
内
壁
に
反

射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
基
調
音
が
生
じ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
特
別
な
仕
掛
け
に
よ
っ

て
音
を
発
す
る
物
理
的
な
環
境
装
置
と
し
て

で
は
な
く
、
鑑
賞
者
が
彫
刻
に
近
づ
い
た

り
、
身
体
を
横
た
え
て
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
作
品
が
設
置
さ
れ
て
い
る
自
然
の
基
調

音
を
そ
の
場
所
の
「
気
配
」
と
し
て
感
ず
る

こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
環
境
彫
刻
の
試
み
で

あ
る
。

税
に
関
す
る
絵
は
が
き

　

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
お
知
ら
せ

　

島
根
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
連
合
会
、

島
根
県
青
色
申
告
会
連
合
会
及
び
一
般
社
団

法
人
島
根
県
法
人
会
連
合
会
で
は
、
県
内
の

小
学
６
年
生
（
複
式
学
級
に
つ
い
て
は
、
５

年
生
を
含
み
ま
す
。
）
を
対
象
に
「
暮
ら
し

を
支
え
る
身
近
な
公
共
施
設
」
な
ど
を
題
材

に
し
た
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
」
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
１
６
１
校
か
ら
４
，

５
７
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

吉
賀
町
か
ら
は
、
４
校
か
ら
24
点
の
応
募

が
あ
り
、
次
の
と
お
り
２
点
が
入
賞
し
ま
し

た
。

賞

柿木小学校
６年

公益社団法人益田法人会
吉賀支部長賞

笠江真雪（かさえまゆき）

賞

七日市小学校
６年

益田税務署管内青色申告
会連合会特別賞

加藤大雅（かとうたいが）

　

10
月
19
日
に
、
吉
賀
町
誕
生
10
周
年
記

念
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
吉
賀
町
食
育

講
演
会
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
約
80
人
の
参
加
が
あ
り
、
食
に
つ
い

て
考
え
・
学
び
、
そ
の
後
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

吉
賀
町
で
は
、
町
を
あ
げ
て
の
食
育
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
町
内
の
各

地
で
地
域
の
方
も
一
緒
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
食
育
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
演
会
は
「
大
人
の
食
育
」が
テ
ー

マ
で
、
島
根
大
学　

名
誉
教
授
の
塩し

わ
く飽

邦く
に
の
り憲

先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
「
健
康
な

暮
ら
し
方
の
秘
訣
」
と
題
し
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
３
つ

の
秘
訣
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

ず
一
つ
目
に
自
分
の
心
と
体
を
知
る
こ

と
、
二
つ
目
に
自
分
に
あ
っ
た
健
康
づ
く

り
を
す
る
こ
と
、
三
つ
目
に
病
気
の
管
理

を
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。　

　

食
育
講
演
会
の
あ
と
は
、
会
場
周
辺
約

３
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま

し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
後
に
は
、
健

康
運
動
指
導
士
の
中な

か
む
ら村

晴は
る
よ
し嘉

さ
ん
に
、
怪

我
無
く
安
全
に
歩
く
準
備
体
操
、
疲
れ
を

翌
日
に
残
さ
な
い
た
め
の
整
理
体
操
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ペ
ー
ス
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
、
参
加
者
の
方
は
「
ま
わ
り
の
景
色
を

み
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し
く

歩
け
た
」
「
ち
ょ
っ
と
暑
か
っ
た
け
ど
気

持
ち
よ
か
っ
た
」
な
ど
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
あ
と
は
、
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
の
み
な
さ
ん
が
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
ミ
ル
ク
ゼ
リ
ー
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
疲
れ
た
か
ら
だ
が
癒
さ
れ
る
、
お

い
し
い
ゼ
リ
ー
で
し
た
。

　

講
演
会
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
と
い

う
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
半
日
で
し
た

が
、
自
分
の
生
活
を
見
直
す
よ
い
き
っ
か

け
と
な
る
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

食
育
コ
ー
ナ
ー　

吉
賀
町
食
育
講
演
会
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

できごと・話題

ウォーキングの様子
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11
月
１
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
、
き
ん

祭
み
ん
祭
農
業
文
化
祭
で
、
子
育
て
交
流
サ

ロ
ン
で
は
、
子
ど
も
の
洋
服
・
お
も
ち
ゃ
・

ぬ
い
ぐ
る
み
・
利
用
者
さ
ん
の
手
作
り
の
小

物
の
バ
ザ
ー
、
そ
し
て
、
毎
年
子
ど
も
た
ち

に
大
人
気
の
写
真
撮
影
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
は
子
ど
も
の
成
長
と
共
に
着
ら
れ

な
く
な
っ
た
服
や
使
わ
な
く
な
っ
た
玩
具
な

ど
、
捨
て
る
の
で
は
な
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
必

要
な
方
の
元
で
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
と
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　

子
育
て
サ
ロ
ン

　
　

第
11
回
吉
賀
町
き
ん
祭
み
ん
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
文
化
祭

高血圧予防のための生活習慣

塩分のとりすぎに注意しよう

塩分を多くとると、体内の塩分濃度を薄めよ

うと循環血液量が増加します。血液量が増加

すると血管にかかる圧力が高くなり、血圧が

上昇します。塩分のとり過ぎに気をつけま

しょう。

健康コーナー

このコーナーでは様々な健康に関する情報をお伝えします。

高血圧は自覚症状がほとんどないため、つい見過ごしがちで

すが、放置すると脳卒中や心臓病といった命にかかわる病気

を引き起こすことのある怖い病気です。冬場は特に血圧が上

がりやすい季節ですので、注意が必要です。今回はそんな高

血圧を予防するための生活習慣を紹介します。

カリウム豊富な食事をとろう

カリウムは塩の成分であるナトリウムを体外

に排出してくれます。野菜はカリウムを多く

含んでいるのでたっぷりとりましょう。

適量飲酒を心がけよう

適量を越える飲酒は血圧を上げます。適量を

守りましょう。

日本酒なら１合、ビールなら中ビン１本が適

量になります。

適度な運動をしよう

運動をすると、血圧を上げるホルモンの分泌

が減り、血圧を下げるホルモンの分泌が増え

ます。ウォーキングなどの有酸素運動が効果

的です。

十分な睡眠をとろう

高血圧の原因になりやすいストレスを解消す

るには睡眠が効果的です。また睡眠時には血

圧が低くなり、血管を休めることができます。

みそ汁の塩分濃度は 0.6 ～ 1.0％がよいと
されています。「我が家のみそ汁の塩分濃
度が知りたい！」という方は、地域の食改
さんに声をかけてみてください♪塩分濃度
を測定できます。

できごと・話題

ヒートショックを予防しよう

冬は急激な温度変化によって引き起こされる

ヒートショックが起こりやすい季節です。高

血圧予防に加えて、ヒートショック予防にも

取り組みましょう。

・外出するときや夜間トイレなどに行くとき

は、上着を羽織るようにしましょう。

・ 入浴するときは、脱衣場や浴室を十分に温

めておきましょう。

・湯船に入る前に、手や足の末端部分からか

け湯をし、徐々に身体を温めるようにしま

しょう。

子育て交流サロンによるバザー出店
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できごと・話題

 

～
冬
に
そ
な
え
て
の
生
活
心
得
①
～

『
元
気
な
今
か
ら
介
護
予
防
』

介
護
予
防　

　

冬
場
の
生
活
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と
を

簡
単
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

「
冬
」
の
季
節
の
特
徴
―
な
ん
と
い
っ

て
も
《
寒
さ
》
・
・
・
気
温
の
低
下
で
す
。

こ
れ
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
は
、
例
え
ば

　

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
血
圧
が
上
が
る

②
気
道
や
呼
吸
器
の
感
染
症

③
転
倒
し
や
す
い

④
運
動
不
足
に
よ
る
体
重
増
加

⑤
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活

　

「
暖
か
い
室
内
か
ら
寒
い
屋
外
へ
の
移

動
」
、
「
暖
か
い
居
室
か
ら
気
温
の
低
い
ト

イ
レ
や
脱
衣
場
な
ど
へ
の
移
動
」
等
に
よ

り
、
急
激
な
温
度
変
化
が
起
こ
る
と
、
血

圧
が
急
上
昇
し
た
り
、
急
下
降
し
た
り
し

ま
す
。
こ
れ
を
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と

い
い
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
発
作
な
ど

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
普
段

か
ら
高
血
圧
症
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

以
外
の
方
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

高
血
圧
予
防
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、「
健

康
コ
ー
ナ
ー
」
（
20
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
．
高
血
圧
対
策
に
つ
い
て

　

気
温
が
下
が
る
晩
秋
か
ら
冬
場
は
「
か

ぜ
」
や
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
は
や
り

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
ウ
イ
ル
ス
は
気
温
が

低
く
、
乾
燥
し
た
空
気
の
方
が
、
活
動
が

活
発
に
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
老
若
男
女
皆

か
か
り
ま
す
が
、
高
齢
者
が
特
に
注
意
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
合
併
症
の
肺

炎
を
引
き
起
こ
し
、
重
症
化
し
や
す
い
た

め
で
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
肺
や
気
道
等
の
働
き

が
弱
ま
り
ま
す
。
普
通
、
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
な
ど
が
身
体
に
入
る
と
、
身
体
の
外
に

出
そ
う
と
し
て
、
く
し
ゃ
み
、
咳
、
鼻
水

が
出
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
る
と
、

そ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
発
熱
し
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
は
外
か
ら
入
っ
て
く
る

ウ
イ
ル
ス
等
か
ら
身
体
を
守
ろ
う
と
す
る

力
が
弱
ま
り
、
く
し
ゃ
み
や
咳
、
鼻
水
の

症
状
が
出
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

熱
も
さ
ほ
ど
上
が
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
「
肺
炎
」
が
無
症
状
で

進
行
し
、
症
状
が
出
た
時
は
、
入
院
治
療

が
必
要
な
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

２
．
気
道
や
呼
吸
器
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

ま
た
、
冬
場
で
な
く
て
も
、
高
齢
に
な

る
と
誤
嚥
性
肺
炎
に
か
か
り
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
気
道
に
入
っ
た
異
物
を

気
道
の
外
に
押
し
出
そ
う
と
す
る
反
応
が

弱
く
な
っ
て
く
る
た
め
、
飲
み
込
ん
だ
食

物
の
一
部
や
口
の
中
の
雑
菌
が
、
食
道
で

な
く
気
道
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

①
外
出
後
の
手
洗
い
と
う
が
い
を
必
ず
し

ま
し
ょ
う
。

②
日
頃
か
ら
運
動
や
体
操
を
習
慣
化
し
、

呼
吸
機
能
の
低
下
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

③
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
役
場
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　

気
を
つ
け
た
い
こ
と

年齢 対象生年月日

６５歳 昭和２５年４月２日生～昭和２６年４月１日生

７０歳 昭和２０年４月２日生～昭和２１年４月１日生

７５歳 昭和１５年４月２日生～昭和１６年４月１日生

８０歳 昭和１０年４月２日生～昭和１１年４月１日生

８５歳 昭和　５年４月２日生～昭和　６年４月１日生

９０歳 大正１４年４月２日生～大正１５年４月１日生

９５歳 大正　９年４月２日生～大正１０年４月１日生

１００歳 大正　４年４月２日生～大正　５年４月１日生

①右記に該当される方で、過去に高齢者肺炎球菌予防接種

　（23 価ワクチン）を受けたことが無い方

②満 60 ～ 64 歳の方で、身体障がい者（身障手帳１級およ

　び２級）の内部障がい（心臓・腎臓・呼吸器の機能また

　はヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能の障がい）に

　該当する方

対象者・負担額

自己負担額　２，５００円

高齢者肺炎球菌予防接種・定期接種について

【その他】定期接種対象年齢以外の 65 歳以上の方、過去に

肺炎球菌予防接種を受けたことのある方（前回接種から 5

年以上の間隔が空いている方に限る）は、任意接種で接種

可能です（医療機関提示額から２，０００円差し引いた額

で接種できます）。



広報よしか　2015 年 12 月号　№ 122　　22

交流・定住によるまちづくり

よ
し
か
暮
ら
し
相
談
員
コ
ー
ナ
ー

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア　

Ｈ
27 　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

相
談
員　

石い
し
ぐ
ろ黒　

智と
も
え絵

　

島
根
県
が
主
催
す
る
「
し
ま
ね
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」
全
３
会
場
が
終
了
し

ま
し
た
。
広
島
会
場
２
４
６
名
、
大
阪

会
場
３
８
７
名
、
東
京
会
場
６
４
７
名

と
、
昨
年
よ
り
約
２
０
０
名
ほ
ど
来
場

者
数
が
多
く
な
り
、
島
根
県
に
対
す
る

関
心
の
高
ま
り
が
伺
え
ま
し
た
。

　

吉
賀
町
ブ
ー
ス
で
は
主
に
町
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ー
ス
に
来
ら
れ

る
方
は
都
会
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
職

に
就
き
た
い
、
町
の
役
に
立
つ
よ
う
な

仕
事
が
し
た
い
、と
い
う
相
談
が
多
く
、

20
代
女
性
か
ら
60
代
男
性
ま
で
、
年
齢

も
目
的
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
来
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
「
こ
う
い
う
人
を
求
め

て
い
ま
す
」
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
各

市
町
村
が
作
り
、
町
が
「
欲
し
い
人

材
」
を
明
確
に
し
て
募
集
を
始
め
て
い

ま
す
。
中
に
は
農
林
漁
業
、
加
工
、
民

泊
等
、
人
手
が
足
り
な
い
時
期
の
季
節

労
働
を
１
年
間
繋
げ
て
働
く
「
マ
ル
チ

ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
募
集
す
る
市
町
村

も
あ
り
ま
し
た
（
写
真
：
海
士
町
）
。

　

最
近
町
に
来
ら
れ
る
の
は
以
前
吉
賀

町
に
住
ん
で
い
る
人
に
聞
い
て
興
味
を

持
っ
た
と
言
う
方
、
出
身
者
の
親
戚
の

方
…
町
と
何
か
し
ら
接
点
が
あ
っ
た
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
似
た
よ
う
な

思
考
の
方
は
繋
が
っ
て
い
く
も
の
。「
欲

し
い
人
材
」
と
合
う
よ
う
な
「
や
り
た

い
こ
と
」
を
持
っ
た
方
に
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
る
よ
う
、
色
々
な
ご
縁
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 派
遣
社
会
教
育
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
内　

直
也

『豊
か
な
人
と
の
関
わ
り
』

　
　
　
　

が
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
！

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

～
「
ふ
る
さ
と
で
の
学
び
や
体
験
を
も
と
に
、

い
つ
の
日
か
ふ
る
さ
と
吉
賀
町
の
将
来
を
支
え

る
人
材
（
人
財
）
の
育
成
」
を
め
ざ
し
て
～

で
、
第
１
回
朝
倉
地
区
サ
ク
ラ
マ
ス
交
流
給

食
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
14
名
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の

方
が
参
加
さ
れ
、
会
話
も
は
ず
ん
で
楽
し
い

交
流
給
食
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日

は
学
校
保
健
委
員
会
の
日
で
も
あ
り
、
メ

デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
同
じ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
び
、

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
や
地
域
で
の
大
人
と
の
関
わ
り
を
通

し
て
、
子
ど
も
は
人
生
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て

学
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
『
豊
か

な
人
と
の
関
わ
り
』
は
学
校
や
地
域
の
様
々

な
活
動
で
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
あ

た
り
、
今
回
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し

た
！
き
ん
さ
い
み
ん
さ
い
農
業
文
化
祭
で
の

缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
な
ど
を
通
し
て
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
・
協
働
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

の
育
ち
に
関
わ
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ご

理
解
・
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

サクラマスパートナーとの
顔合わせの様子

　

町
の
教
育
の
核
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
豊
か
な
学
び

や
体
験
』
『
豊
か
な
人
と
の
関
わ
り
』
で
す
。

今
回
は
、
『
豊
か
な
人
と
の
関
わ
り
』
の
様

子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

六
日
市
小
学
校
の
３
年
生
の
社
会
科
見
学

で
は
、
４
か
所
に
分
か
れ
て
お
店
の
見
学
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
公
民
館
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
呼
び
か
け
に
よ
り
こ
の
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
サ

ク
ラ
マ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の
出
会
い
の
場
面
で

は
、
ま
ず
は
自
己
紹
介
か
ら
で
す
。
何
度
も

学
校
の
活
動
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
お

ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
○
○
さ
～
ん
」

と
名
前
で
呼
ば
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
顔

と
名
前
が
一
致
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
と

パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
わ
り
が
深
ま
っ
て
い
き
ま

す
。

　

朝
倉
地
区
で
は
小
学
校
と
公
民
館
の
協
働

朝倉地区サクラマス交流給
食の様子
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吉賀町立図書館
開館時間　９：００～１７：００　
電話　７７－１８５０
島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

［１２月のみたい号巡回日］
七光・朝倉・双葉保育所　　　２４日
柿木・木部谷・六日市保育所　２５日
柿木小学校　　１・１５日　柿木中学校　　１日
蔵木小学校　　２・１６日　蔵木中学校　　２日
七日市小学校　３・１７日　吉賀中学校　　３日
朝倉小学校　　４・１８日　六日市中学校１０日
※都合により日程変更の場合があります。
[休館日 ]
＊毎月曜日と祝日。
＊奇数月の最終水曜日は図書整理のため。
＊ 12 月 28 日（月）～ 1月 5日（火）まで年末・
年始の休館です。

［図書返却箱の設置場所について］
柿木、七日市、朝倉、蔵木の公民館。

今
月
の
本
の
紹
介

図
書
館
だ
よ
り

【
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
】

　

10
月
17
日
か
ら
約
２
週
間
、
今
年
も
セ

カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
は
施
設
工
事
の
た
め

手
狭
な
場
所
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
方
が
来
館
い
た
だ
き
本

を
手
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
わ
せ

て
、
掲
示
し
た
町
内
保
育
所
園
児
の
み
な

さ
ん
の
可
愛
ら
し
い
絵
も
お
楽
し
み
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
い
た
だ
き
ま

し
た
収
益
金
約
１
５
，
０
０
０
円
は
、
図

書
購
入
に
使
用
い
た
し
ま
す
。
図
書
を
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
と
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
賀
町
立
図
書
館

　

子
育
て
は
親
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
る
行
為

で
す
。
「
押
し
つ
け
る
」
と
言
う
と
少
し
乱
暴

に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
良
い
・

悪
い
」
の
判
断
基
準
を
し
っ
か
り
と
子
ど
も
の

心
に
つ
く
る
の
は
、
や
は
り
親
の
役
目
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
良
い
と
思
う
こ
と
、
ま
た
同
時

に
悪
い
と
思
う
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
言
葉
に

し
て
、
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
価
値
基
準
を

作
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
経
験
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
は
自
分
の
心
の
中
に
色
々
な
価
値

判
断
の
物
差
し
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も

お
い
ち 

不
思
議
が
た
り　
　
　
　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
芸
文
庫

お
い
ち 

不
思
議
が
た
り
桜
舞
う　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

お
い
ち 

不
思
議
が
た
り 

闇
に
咲
く 

あ
さ
の
あ
つ
こ　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

ゆ
ら
や
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
さ
の
あ
つ
こ　

新
潮
社

朝
が
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

辻
村
深
月　
　
　

文
藝
春
秋

絶
唱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

湊
か
な
え　
　
　

新
潮
社

春
雷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

葉
室
麟　
　
　
　

祥
伝
社

探
偵
の
探
偵　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

松
岡
圭
祐　
　
　

講
談
社

日
本
の
敵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

櫻
井
よ
し
こ　
　

新
潮
社

折
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
大
集
合
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

戸
田
拓
夫　
　
　

い
か
だ
社

大
出
現
！
精
霊
図
鑑　
　
　
　
　
　

 

軽
部
武
宏　
　
　

あ
か
ね
書
房　

う
ん
ち
は
ど
こ
へ
い
く
の
？　
　
　

 

マ
イ
ク
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス　

小
学
館

折
り
紙
え
ほ
ん　
　
　
　
　
　
　
　

 

高
野
紀
子　
　
　

あ
す
な
ろ
書
房

幸
運
を
呼
ぶ
朝
ご
は
ん　

最
上
一
平
・
山
本
祐
司　

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社

十
二
支
の
は
じ
ま
り　

 
 
 
 
 

荒
井
良
二
・
や
ま
ち
か
ず
ひ
ろ　
　

小
学
館

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１７：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

の
す
る
こ
と
は
、
良
い
こ
と
も
そ
し
て
い
け
な
い
こ
と
も
含
め
て
、

す
べ
て
親
か
ら
受
け
継
い
だ
価
値
基
準
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
「
子
ど
も
は
親
の
鏡
」
と
言
い
ま
す
。
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
子
ど
も
も
、
叱
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
子
ど
も
も
、
そ
の
よ
う
に

な
っ
た
の
は
や
は
り
親
の
育
て
方
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。

（
男
の
子
の
本
当
に
響
く
叱
り
方
ほ
め
方　

小
﨑
恭
弘　

す
ば
る
舎
）

　　《図書館利用状況１０月》

　●貸出総数　４，３４５冊

　●貸出人数　　 ９３９人

　●来館者数　１，０１１人

　《ベスト・リーダー！１０月》

『身元不明（ジェーン・ﾄﾞｩ）』　古野　まほろ

『潮　流』　　　　　　　　　　今野　　敏　

『ガバナンスの死角』　　　　　梶永　正史　

『天空の救命室』　　　　　　　福田　和代　

『砂の街路図』　　　　　　　　佐々木　譲

セカンドブックフェア―の様子
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10
月
27
日
（
火
）
こ
の
夏
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
で
安
全
教
室
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
運
悪
く
、
そ
の
日
に
限
っ
て
雨
降
り

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
「
多
少
の

雨
な
ら
決
行
！
」
と
強
気
で
早
朝
よ
り
た

く
さ
ん
の
方
に
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
安
全
教
室
で
は
、
蔵
木
駐
在
所

の
花
本
さ
ん
に
お
越
し
頂
き
、
交
通
事
故

や
近
隣
地
区
で
の
詐
欺
被
害
の
実
例
を

挙
げ
て
皆
さ
ん
に
注
意
喚
起
を
促
し
て

頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
、
事

件
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
と

今
一
度
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
熱
心
に
話

を
伺
っ
て
い
ま
し
た
。

蔵木
☆ 

安
全
教
室
Ｇ
Ｇ
大
会

六日市
　

10
月
19
日
（
月
）
基
幹
集

落
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
【
食
育
フ
ェ
ア
＆
健

康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
】
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
島
根
大
学
名
誉
教
授
の

塩
飽
那
憲
先
生
に
よ
る
、
「
健
康
な
暮
ら

し
方
の
秘
訣
」
と
題
し
た
講
演
会
を
拝
聴

し
ま
し
た
。 ☆

食
育
フ
ェ
ア
＆

　
　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

ー
ム
に
生
徒
や
先
生
方
も
加
わ
り
、
親
睦

を
深
め
な
が
ら
大
い
に
楽
し
い
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

ラ
ッ
ク
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
決
め
た
方

や
、
今
年
も
安
定
の
上
位
入
賞
の
熟
練
さ

ん
ま
で
腕
前
は
様
々
で
し
た
が
、
地
域
の

方
々
は
口
を
揃
え
て
「
中
学
生
、
筋
が
良

い
！
！
」
「
若
い
け
ぇ
か
の
ー
」
と
感
心

し
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
後
は
、
中
学
校
の
体
育
館
を

お
借
り
し
て
、
蔵
木
食
改
さ
ん
自
慢
の
愛

情
昼
食
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
談
笑
し
な
が
ら

お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　

普
段
な
か
な
か
触
れ
合
う
事
の
少
な
い

世
代
同
士
で
す
が
、
こ
の
日
は
半
日
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
関
わ
れ
た
事
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
も
若
さ
と
パ
ワ
ー
！
を
貰
え
た
よ
う
で

し
た
。
公
民
館
と
し
て
は
何
か
と
至
ら
な

い
点
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
準
備
か
ら

当
日
の
進
行
、
片
付
け
等
々
地
域
の
皆
様

が
積
極
的
に
手
伝
っ
て
下
さ
っ
た
お
か
げ

　

成
人
病
の
予
防
お
よ
び
治
療
に
お
い

て
、
日
々
の
軽
い
運
動
が
重
要
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
他
人
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な

く
、
自
分
に
適
切
な
ペ
ー
ス
で
行
い
生
活

し
て
い
く
事
の
重
要
性
を
分
か
り
や
す

く
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

で
す
が
、
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー

ト
地
点
に
、
会
場
周
辺
約
三
キ
ロ
の
コ
ー

ス
設
定
で
、
軽
い
準
備
運
動
の
後
出
発
し

ま
し
た
。

　

少
し
歩
け
ば
汗
ば
む
ほ
ど
の
快
晴
に
恵

ま
れ
、
秋
色
に
染
ま
り
始
め
た
山
々
を
背

景
に
各
々
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
で
は
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の

方
々
に
作
っ
て
い
た
だ
い
た
ミ
ル
ク
ゼ

リ
ー
が
振
舞
わ
れ
、
心
も
体
も
大
満
足
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
く
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
で
は
、
今
年

は
蔵
木
中
学
生

15
名
と
８
名
の

先
生
方
も
ご
参

加
下
さ
り
、
総

勢
46
名
、
各
チ

で
無
事
に
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
は
じ
め
、
中
学
校
の
先
生

方
、
生
徒
の
皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

【健康な暮らし方の秘訣】講演会

上：ミルクゼリーを振る舞う

下：健康ウォーキング大会の様子

雨の中でもナイスショット！

事例や被害情報に耳を傾ける
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☆ 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
17
日
（
土
）
広
尾
河
川

敷
に
て
第
10
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
初
心

者
の
方
か
ら
経
験
者
ま
で
、
昨
年
よ
り
も

多
く
の
地
域
住
民
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
の
数
日
前
か
ら
天
候
も
グ
ラ
ウ

ン
ド
も
良
好
で
秋
晴
れ
の
中
、
絶
好
の
大

会
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
一
試
合

で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
３
つ
も
出
さ
れ

た
り
、
良
い
ス
コ
ア
が
多
か
っ
た
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
マ
イ

ペ
ー
ス
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
満
喫
し
て
、
和
や
か
に
楽
し
め
た

よ
う
で
す
。
今
回
は
第
10
回
と
い
う
こ
と

で
、
新
調
し
た
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
、
記
念
賞
、

朝倉

自
治
会
長
特
別
賞
の
蓼
野
産
マ
ツ
タ
ケ
３

セ
ッ
ト
も
あ
り
、
５
位
入
賞
の
賞
品
よ
り

も
豪
華
で
し
た
の
で
、
「
絶
対
に
特
別
賞

の
順
位
に
な
る
～
」
と
、
意
気
込
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
が
表
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
始
め
、
地
域
の
皆

☆ 

地
域
美
化

　

10
月
20
日
（
火
）
来
年
の
小
学
校
の
入

学
式
に
花
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
に
、
毎

年
、
秋
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
植
え
と

公
民
館
の
草
取
り
を
地
域
の
方
が
行
っ
て

え
方
を
教
わ
り
な
が
ら
一
緒
に
行
い
ま
し

た
。
来
年
の
入
学
式
、
進
級
の
頃
、
花

い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
。

　

ま
た
、
草
取
り
の
後
は
、
避
難
、
通
報
、

水
消
火
器
の
消
防
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
、
交
流
し
た
り
、
お
話
し
た
り
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆ 

コ
ケ
玉
作
り　

体
験
教
室

　

10
月
23
日
（
金
）
蓼
野
の
寺
戸
孝
臣
さ

ん
を
講
師
に
、
コ
ケ
玉
作
り
の
体
験
教
室

を
行
い
ま
し
た
。
炭
を
中
心
に
し
、
土
と

苗
を
コ
ケ
で
巻
き
、
丸
く
玉
に
し
た
り
、

ミ
ニ
盆
栽
の
よ
う
に
作
り
ま
し
た
。
ハ
ー

ブ
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ナ
デ
シ
コ
、
セ
ッ
コ

ク
、
イ
ワ
ヒ
バ
、
ユ
キ
ノ
シ
タ
、
ヤ
ブ
コ

ウ
ジ
、
カ
エ
デ
、
モ
ミ
ジ
等
の
苗
を
そ
れ

ぞ
れ
の
感
性
で
作
り
上
げ
ま
し
た
。
大
き

な
力
作
か
ら
可

愛
ら
し
い
作
品

を
、
き
ん
祭
み

ん
祭
や
朝
倉
小

学
校
の
ワ
イ
ワ

イ
祭
り
に
展
示

し
て
お
披
露
目

し
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
（
木
）
は
丸
一

日
、
草
木
染
め
を
体
験
し
ま
し

た
。
脳
ト
レ
、
音
読
の
あ
と
、

ス
オ
ウ
と
い
う
植
物
で
染
め
ま
し
た
。
最

初
は
染
め
る
布
を
自
分
好
み
の
柄
に
す

る
た
め
、
縛
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら

ス
オ
ウ
を
煮
出
し
た
染
液
に
漬
け
込
み
、

20
分
ほ
ど
経
過
し
た
ら
二
種
類
の
媒
染

液
（
ミ
ョ
ウ
バ
ン
と
鉄
）
で
媒
染
し
ま
す
。

今
回
で
３
回
目
な
の
で
、
み
な
さ
ん
は
慣

れ
た
様
子
で
、
各
々
好
き
な
色
に
媒
染
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
３
種
類
の

植
物
を
使
い
ま
す
。
ビ
ワ
の
葉
っ
ぱ
、
ど

ん
ぐ
り
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
と
、

身
近
に
あ
る
植
物
で
も
染
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
自
分
で
も
や
っ
て
み
よ
う

と
い
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
ど
の
植
物
も
媒
染
の
仕
方
に
よ
っ
て

違
う
色
に
な
る
の
で
、
み
な
さ
ん
と
て
も

柿木
☆
生
き
生
き
大
学

楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
一
緒
に

草
木
染
め
し

ま
し
ょ
う
ね

♪

お
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
、
朝
倉

小
学
校
１
・
２

年

の

児

童

11

名
も
参
加
し
、

チ

ュ

ー

リ

ッ

プ
、
ビ
オ
ラ
を

地
域
の
方
に
植

さ
ん
の
協
力
で

開
催
で
き
た
こ

と

を

感

謝

し

て
、
来
年
も
よ

り
多
く
の
方
の

参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

グラウンドゴルフの様子

来春が待ち遠しいですね 豪華賞品が待ってます

植物に囲まれ感性が研ぎ澄まされる

一つとして同じ作品が無い草木染め
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
川
柳
》

つ
ま
づ
か
ず
皆
の
支
え
で
今
が
あ
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

寛

つ
ま
づ
く
と
弱
音
を
吐
け
ぬ
意
地
を
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

高
下
駄
を
カ
ラ
コ
ロ
は
い
て
躓
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

良
子

生
い
繁
る
夏
草
ど
も
に
躓
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

ム
ナ
コ

草
む
ら
で
石
に
躓
き
振
り
返
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澄
川　

良
子

躓
い
て
見
知
ら
ぬ
人
に
飛
び
か
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
河　

淑
子

く
っ
そ
ー
と
思
っ
た
矢
先
蹴
躓
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

あ
が
ら
な
い
足
が
つ
ま
づ
く
栗
拾
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

稲
刈
り
が
今
年
も
無
事
に
済
み
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
田　

卓
宜

躓
い
た
事
ば
か
り
思
う
一
人
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
藤　

忠
夫

平
ら
な
の
つ
ま
づ
く
な
ん
て
お
か
し
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

躓
い
て
ま
た
一
つ
ほ
ど
成
長
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

「
ご
飯
よ
ー
っ
！
」
飛
び
起
き
布
団
で
蹴
躓
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

真
実
子

さ
つ
ま
い
も
便
秘
予
防
に
す
ぐ
れ
も
の　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

寄　
　
　

稿

　

サ
ン
マ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

重
満

　

今
年
も
サ
ン
マ
が
美
味
し
い
季
節
に

な
っ
た
。
私
は
大
学
生
の
と
き
東
京
で
新

聞
配
達
を
し
て
い
た
。

　

周
囲
が
す
っ
か
り
秋
ら
し
く
な
っ
て
、

長
嶋
茂
雄
が
「
わ
が
巨
人
軍
は
永
遠
に
不

滅
で
す
」
な
る
名
台
詞
を
残
し
引
退
し
た

こ
ろ
、
夕
刊
の
配
達
に
何
時
も
行
く
ア

パ
ー
ト
の
前
に
通
り
か
か
っ
た
。
す
る
と

通
路
へ
七
輪
を
引
っ
張
り
出
し
て
、
サ
ン

マ
を
焼
く
人
が
い
た
。
新
聞
を
載
せ
た
自

転
車
を
止
め
る
と
、
煙
と
と
も
に
サ
ン
マ

の
焼
け
る
あ
の
独
特
の
匂
い
が
し
て
来

た
。
夕
方
お
腹
が
空
い
た
身
に
は
堪
え
ら

れ
ぬ
匂
い
だ
っ
た
。
今
は
部
屋
の
外
の
通

路
で
サ
ン
マ
を
焼
く
人
な
ど
い
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
四
十
年
前
に
は
東
京
で
も

そ
ん
な
光
景
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

私
は
新
聞
を
ポ
ス
ト
に
差
し
込
み
な
が

ら
故
郷
（
注
連
川
）
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
い
た
。
今
は
冷
凍
技
術
も
発
達
し
て
生

サ
ン
マ
も
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
故
郷
で
は
四
十
年
前
に
は
塩

を
し
た
サ
ン
マ
で
も
簡
単
に
手
に
は
い
ら

な
か
っ
た
。

　

七
輪
の
上
で
勢
い
よ
く
焼
け
て
い
る
サ

ン
マ
を
尻
目
に
、
次
に
新
聞
を
届
け
る
家

を
目
指
し
て
自
転
車
を
走
ら
せ
た
。

　

「
あ
の
サ
ン
マ
美
味
し
い
か
な
？
い
や
、

い
や
、
サ
ン
マ
は
目
黒
に
限
る
」

　

分
岐
点　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
永　

愛
子

　

木
村
智
さ
ん
、
梶
田
隆
章
さ
ん
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

人
類
最
高
の
栄
誉
を
、
今
年
も
日
本
の
方

が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
者
の
方
々
の
、
た
ゆ
み
な
い
努
力
に

依
っ
て
、
未
知
の
世
界
が
解
明
さ
れ
て
ゆ

き
、
此
の
貢
献
は
人
類
を
始
め
、
凡
て
に

暖
か
い
光
を
注
ぎ
ま
す
。

　

宇
宙
の
果
て
は
何
処
？
私
は
何
？
不
思

議
ば
か
り
の
中
を
解
け
ぬ
ま
ま
で
歩
き
、

分
か
っ
て
い
る
の
は
、
早
や
八
十
路
半
ば

と
云
う
こ
と
、
宇
宙
の
営
み
に
比
べ
れ
ば
、

一
瞬
の
生
、
そ
れ
で
も
私
の
思
い
出
は
山

程
積
り
、
心
は
宝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
枯

れ
て
も
又
芽
生
え
る
様
に
、
私
に
未
来
が

有
る
の
な
ら
、
又
地
球
に
生
ま
れ
、
友
に

囲
ま
れ
て
歩
み
た
い
。

　

し
か
し
、
一
方
で
人
の
争
い
が
絶
え
な

い
の
は
何
故
、
子
孫
を
繋
ぐ
為
、
強
者
が

残
る
仕
組
が
、
今
だ
人
に
残
る
の
な
ら
悲

し
い
と
云
え
ま
す
。
此
の
法
則
は
何
時
か

ら
始
ま
り
、
支
配
者
は
何
者
？
38
億
年
前

に
誕
生
し
た
と
云
う
人
類
の
進
歩
は
限
り

な
く
続
き
、
今
や
生
物
の
長
に
有
る
人
類

で
す
。
な
れ
ど
進
む
道
に
は
必
ず
分
岐
点

が
有
り
、
其
処
で
確
か
を
見
極
め
る
こ
と

は
、
長
た
る
人
の
責
任
と
云
え
ま
す
。

　

秋
の
夜
長
を
、
読
書
な
ら
ぬ
妄
想
に
耽

け
り
、
未
来
を
心
配
し
て
み
た
り
し
て
、

お
笑
い
で
し
た
。

　

一
生
懸
命
生
き
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
君
江

　

秋
寒
さ
と
共
に
紅
葉
の
季
節
、
今
年
も

十
一
月
に
な
る
と
美
し
く
山
々
が
見
頃
に

な
る
。

　

私
が
五
十
日
入
院
し
て
や
っ
と
家
に

帰
っ
た
と
、
思
っ
た
ら
、
一
ヶ
月
半
し
て

こ
ん
ど
は
主
人
の
二
十
日
ば
か
り
の
入
院

で
あ
る
。
お
互
い
に
一
人
生
活
に
な
り
主

人
は
主
人
で
私
が
い
な
い
事
で
炊
事
、
掃

除
、
洗
濯
で
大
変
だ
っ
た
。
又
私
は
私
で

杖
の
生
活
に
な
り
主
人
の
留
守
を
守
る
の

に
大
変
だ
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
「
大
丈
夫

か
ね
無
理
し
な
い
で
出
来
る
事
が
あ
れ
ば

や
っ
て
上
げ
る
よ
」
の
声
に
う
れ
し
さ
一

ぱ
い
で
あ
っ
た
。
一
人
生
活
で
杖
の
生
活

で
は
物
を
一
つ
も
つ
の
も
中
々
思
う
様
い

か
ず
、
人
の
親
切
が
身
に
し
み
る
。

　

そ
ん
な
時
書
道
教
室
に
行
っ
て
い
る
先

生
か
ら
、
ど
う
し
て
も
「
き
ん
さ
い
み
ん

さ
い
」
に
出
し
た
い
の
で
頑
張
っ
て
見
て
、

腰
掛
け
な
ら
出
来
る
だ
ろ
う
か
ら
と
、
言

わ
れ
て
炊
事
掃
除
洗
濯
し
て
は
、
あ
い
間

に
練
習
し
た
。
何
も
か
も
忘
れ
て
一
生
懸

命
に
な
る
。
筆
が
中
々
思
う
様
に
な
ら
な

い
。
先
生
に
直
し
て
頂
き
な
が
ら
の
文
化

祭
の
作
品
で
あ
っ
た
。

　

何
か
一
生
懸
命
に
出
来
る
事
の
あ
る
喜

び
で
又
生
き
る
事
へ
の
は
げ
み
に
な
っ

た
。
書
く
事
の
出
来
る
幸
せ
を
つ
く
づ
く

思
う
。
主
人
と
二
人
の
生
活
に
も
ど
り
助

け
合
い
な
が
ら
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

夕
暮
に　

さ
み
し
く
き
こ
え
る　

杖
の
音

ちょうみんひろば
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《
短
歌
》

土
煙
り
あ
げ
つ
つ
自
在
の
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

　
　
　
　
　

主
な
き
家
の
ま
た
ひ
と
つ
消
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
河　

淑
子

さ
ざ
ん
か
の
清
き
白
さ
に
無
の
心　

　
　
　
　
　

西
日
に
う
か
び
微
笑
み
お
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

敦
子

暮
れ
急
ぐ
夕
日
を
浴
び
て
晩
秋
の

　
　
　
　
　

棚
田
の
土
手
に
案
山
子
居
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
田　

登

漸
く
に
無
花
実
の
実
の
色
づ
く
を

　
　
　
　
　

待
ち
い
し
ご
と
く
蜂
の
群
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

　

《
俳
句
》

夕
日
射
す
揺
れ
る
枯
れ
葉
や
蜘
蛛
の
巣
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

里
士

十
三
夜
と
残
業
帰
り
の
子
の
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

秋
蝶
の
止
ま
る
で
も
な
く
ひ
ら
ひ
ら
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦　

ま
ゆ
み

里
山
の
暮
ら
し
身
に
付
き
秋
袷　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

ル
リ
子

新
米
の
飯
に
秘
め
る
や
二
千
年　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

今
年
藁
積
み
て
田
ん
ぼ
へ
お
辞
儀
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
し
ざ
き
清
子

野
分
晴
老
ゆ
て
ふ
事
に
馴
染
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

ツ
ル
子

夜
神
楽
の
笛
吹
く
女
楽
士
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

秋
の
日
を
も
っ
た
い
な
い
と
甘
藷
を
干
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

あ
や
み

い
つ
の
間
に
産
土
の
庭
十
六
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

博
明

コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
ゐ
て
心
定
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

焼
い
て
良
し
煮
て
よ
し
秋
の
茄
子
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
田　

須
賀
子

法
師
蝉
今
日
を
限
り
と
鳴
き
し
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
口　

美
智
子

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
10
月
届
出
）

　
　

上
山　

マ
サ
コ　

さ
ん　

97
歳　
　
　

幸
地

　
　

師
井　

春
恵　
　

さ
ん　

81
歳　
　
　

上
高
尻

　
　

水
元　

貞
光　
　

さ
ん　

77
歳　
　
　

有
飯

　
　

羽
野　

義
美　
　

さ
ん　

90
歳　
　
　

柿
木

　
　

黒
﨑　

一
三　
　

さ
ん　

67
歳　
　
　

立
戸

　
　

竹
田　

ミ
ツ
江　

さ
ん　

90
歳　
　
　

真
田

　
　

野
村　

泰
宏　
　

さ
ん　

61
歳　
　
　

沢
田

　
　

三
浦　

安
政　
　

さ
ん　

67
歳　
　
　

六
日
市

　
　

河
野　

鎭　
　
　

さ
ん　

84
歳　
　
　

蓼
野

　
　

河
野　

ア
サ
ノ　

さ
ん　

101
歳　
　
　

下
高
尻

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
10
月
届
出
）

　
　

向
井　

明
佳
梨
（
あ
か
り
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

伸
行
・
恵
さ
ん
の
子　
　
　

六
日
市

　
　

　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

ちょうみんひろば

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が

な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意

味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
よ
し
か
11
月
号
№
１
２
１
の
中
で
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
17
頁　

で
き
ご
と
・
話
題

　
　

島
根
が
ん
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

基
調
報
告

誤　

講
師
：
益
田
保
健
所
長　

村
上　

伯　

さ
ん

正　

講
師
：
益
田
保
健
所
長　

村
下　

伯　

さ
ん



グラントワ

編
集
・
発
行
　
吉
賀
町
役
場
企
画
課

〒
6
9
9
-
5
5
1
3

島
根
県
鹿
足
郡
吉
賀
町
六
日
市

7
5
0
番
地

電
話

0
8
5
6
-
7
7
-
1
4
3
7
 
F
A
X
0
8
5
6
-
7
7
-
1
8
9
1

吉
賀
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
y
o
s
h
i
k
a
.
l
g
.
j
p

吉
賀
町
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス

i
n
f
o
@
k
m
.
t
o
w
n
.
y
o
s
h
i
k
a
.
l
g
.
j
p
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